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第 27回弘前らん展

　カトレア ･ デンドロビウム ･ 胡蝶
蘭など洋蘭 ･ セッコク合わせて約
300 株展示します。
▽とき　２月 10 日～ 12 日、午前
10 時～午後５時 (12 日は午後４時
まで）
▽ところ　さくら野百貨店弘前店

（城東北）４階文化ホール
▽入場料　無料
■問 弘 前 城 愛 蘭 会（ 対 馬 さ ん、 ☎
27・5442）

白神山地の自然環境写真展

【～自然環境の恵みに写真を通じて
触れる～】
　津軽地域にある本州唯一の世界自
然遺産の魅力を、動植物・山や川の
風景・伝統行事などのテーマから取
り上げ、写真やパネルで展示します。
▽とき　３月１日～４月８日 
▽ところ　弘前地区環境整備セン
タープラザ棟（町田字筒井）１階多
目的展示室 
■問弘前地区環境整備センタープラザ
棟（☎ 36・3388、受付時間は午
前９時～午後４時、月曜日は休み〈月
曜日が祝日の場合は翌日が休み〉）

弘前市青年交流会
～農コン～クッキング交流会
　弘前産りんごや野菜などを使った
クッキングとフリートークを楽しみ
ながら交流しませんか。
▽とき　２月 26 日（日）
　　　　午後３時半～７時
▽ところ　弘前文化センター（下白

銀町）調理室
▽対象　おおむね 25 歳～ 45 歳の
独身者（男性は農業に関心のある人、
女性は市内在住で農業に従事または
農業の手伝いをしている人など）
▽定員　男女各８人
▽参加料　1,500 円
▽講師　小林潤子さん（野菜ソムリ
エ）
▽持ち物　エプロン・三角巾（バン
ダナなど）
■問２月 17 日までに、弘前市青年交
流会実行委員会事務局（市農業委
員会事務局内、☎ 40・7104、■Ｅ
nougyou@city.hirosaki.lg.jp）
へ。

聞いてみよう　世界の暮らし

【中国文化に触れよう～中国風灯篭
作り＆お祝い飾り～】
　中国の祭りなどでにぎやかな雰囲
気を彩る灯ろうと、祝いごとで贈り
物としても人気のお祝い飾りを作り
ます。
▽とき　３月４日（土）、午後１時
～３時半
▽ところ　弘前文化センター（下白
銀町）２階第３会議室
▽講師　樊蓉（ハン・ヨウ）さん（国
際交流員）
▽定員　30 人
※小学生以下は保護者同伴。
▽参加料　無料
▽持ち物　鉛筆、消しゴム、定規
▽申し込み方法　３月２日（木）ま
でに、電話かファクスまたはＥメー
ル（住所、氏名〈ふりがな〉、電話
番号、年齢を記入）で、申し込みを。
■問 中央公民館（☎ 33・6561、■Ｆ
33・4490、 ■Ｅ chuuoukou@
city.hirosaki.lg.jp、火曜日は休
み）

harappa 映画館「ドキュメ
ンタリー最前線2017」
▽日程と内容　３月４日（土）、①
午前 10 時半～＝「ジョーのあした」
／②午後１時～＝「袴田巌 夢の間
の世の中」（上映終了後、監督によ
るシネマトーク）／③午後４時 15
分～＝「FAKE」
▽ところ　中三弘前店（土手町）８
階スペースアストロ

▽入場料　前売り券＝ 1,000 円（１
回券）、2,500 円（３回券）／当日
券＝ 1,200 円（１回券）／学生＝
500 円（１回券）
※１作品ごとに１回券が１枚必要。
▽チケット販売所　中三弘前店、紀
伊國屋書店弘前店、まちなか情報セ
ンター、弘大生協、コトリ café（百
石町展示館内）
■問 harappa 事 務 局（ ☎ 31・
0195）
※平成 28 年度市民参加型まちづく
り１％システムの採択事業。

藤田記念庭園ミニコンサート

【弘前大学グラスハープ・アンサン
ブル「アンジェリーク」バレンタイ
ンコンサート】
▽とき　２月 12 日（日）、午前 11
時～（１回目）、午後１時半～（２
回目）
▽ところ　洋館１階ホール
▽観覧料　無料
■問藤田記念庭園（☎ 37・5525）

車イスバスケ交流会
in岩木山総合公園
　車イスバスケットボールチーム

「AOMORI JOPS」を招いたバス
ケットボール用車イスの操作、ミニ
ゲーム、エキシビジョンゲーム観戦
などの体験会です。
　パラリンピック種目である車イス
バスケットボールを通して、障がい
の有無や程度、年齢、性別、バスケッ
トボール・車イスバスケットボール
経験など一切問わず、みんなで一緒
にスポーツを楽しむことを目的とし
て行います。見学も大歓迎です。
▽とき　２月 11 日（土）、午前 10
時～午後３時
▽ところ　岩木山総合公園体育館

（百沢字裾野）
▽対象　小学生以上で障がいの有無
にかかわらず、車イスバスケット
ボールに興味のある人＝ 40 人

▽参加料　無料（各
自傷害保険に加入
を）
▽申し込み期限　２
月８日（水）
■問 岩木山総合公園

（☎ 83・2311）

市民弓道教室

▽とき　２月 13 日～３月 16 日の
毎週月・木曜日、午前 10 時～正午
▽ところ　青森県武道館（豊田２丁
目）近的弓道場
▽対象　市民＝５人
※応募多数の場合は抽選で決定。
▽参加料　300 円（保険料として、
初日に徴収）
■問 ２月７日までに、弘前弓道会

（梅津さん、☎携帯 090・5231・
9562）へ。

りんごやりんご加工品を海外
に輸出するためのセミナー
　りんご（加工品含む）を輸出する
ための知識やノウハウについて学べ
るセミナーです。輸出経験は問いま
せんのでぜひご参加ください。

【りんご輸出入門講座】
▽とき　２月 14 日（火）、午後２
時～４時 10 分
▽内容　講演「主役は貴方だ」／講
師を交えた意見交換
▽ 講 師　 山 野 豊 さ ん（ 弘 前 大 学
GAP 相談所所長）

【貿易の基礎知識講座】
▽とき　２月 15 日（水）、午後２
時～４時 10 分
▽内容　講演「輸出の実務と商流」
／講師を交えた意見交換
▽講師　村井京太さん（グローバ
リューション代表兼ジェトロ新輸出
大国コンソーシアム農林水産食品エ
キスパート）

～共通事項～
▽ところ　市民会館（下白銀町）２
階中会議室
▽定員　各回 20 人
▽受講料　無料
▽申込締切　２月 10 日（金）
■問 りんご課販売促進係（☎ 40・
7105、■Ｆ 38・5870）

りんご栽培講座

▽とき　２月 15 日～ 17 日、午前
10 時～午後３時半（正午～午後１
時半を除く）
▽ところ　りんご公園（清水富田字
寺沢）りんごの家２階集会室・園地
▽内容　りんごのせん定（実技あ
り）、病害虫防除、りんごの品種な
ど
▽講師　野呂昭司さん（りんご公園
専任指導員）ほか
▽対象　３日間参加できる人＝ 30
人（先着順）
▽受講料　無料
※事前の申し込みが必要。
▽持ち物　筆記用具
▽その他　せん定実技は野外での実
施のため各自防寒対策を／講座内容
は天候等により、変更する場合があ
ります。
■問りんご公園（☎ 36・7439）

第12回ふれあい介護者教室

▽とき　２月 14 日（火）、午後１
時半～３時半
▽ところ　パインハウス岩木（賀田
２丁目）２階会議室ほか
▽テーマ　「介護の実践と福祉用具」
▽内容　介護用品を使用しながら、
負担の少ない介護方法を学びます

 教室・講座
▽対象　市民＝ 40 人程度
▽参加料　無料
■問 ２月 10 日までに、松山荘在宅
介護支援センター（下山さん、☎
82・3330）へ。

東北女子大学公開講座

【おさかな食育クッキング～旬の魚
いただきます♪～】
▽とき　３月４日（土）、午前 10
時半～午後１時半
▽ところ　東北女子大学（清原１丁
目）
▽対象　食育に関心のある親子また
は一般＝ 40 人
▽受講料　１組 500 円
※事前の申し込みが必要。応募多数
の場合は抽選で決定します。
■問 弘 前 丸 魚（ ☎ 27・2345、 ■Ｈ
http://www.hmaruuo.co.jp/
senshuraku/ryouri.html）

初級イタリア語講座

　基礎的な文法を学びながら、日常
生活で使える表現を勉強します。
▽とき　２月 22 日～３月 29 日の
毎週水曜日、午後７時～８時 20 分
▽ところ　ヒロロ（駅前町）3 階多
世代交流室
▽講師　高橋琢司さん（トゥッティ
音楽教室主宰・弘前オペラ会員）
▽受講料　一般＝ 3,000 円／学生
＝ 2,000 円
▽申し込み方法　２月 18 日まで
に、住所、氏名、電話番号をお知ら
せください。
■問 弘前イタリア文化愛好会事務局

（石井さん、☎兼■Ｆ 34・0795、■Ｅ
mishii55@gmail.com）

緑の相談所 ２月の
催し

【展示会】
●ツバキ展　10日～ 19日

【講習会】
●園芸用土と肥料の話　11日、
午後１時半～３時半
●休館日　毎週月曜日
■問 緑 の 相 談 所（ ☎ 33・8737、
午前９時～午後５時〈９日～ 12
日は午後９時まで〉）

　市内の工芸品を一堂に会したセレクトショップ弘前工芸舎で
は、「弘前工芸舎・冬企画」を開催します。弘前城に隣接する「趣
のある建物」の指定を受けている旧紺屋町消防屯所で、弘前城雪
燈籠まつり期間中に開催します。市内の工芸品を数多く取り揃え
ていますので、ぜひおいでください。
▽とき　２月９日～ 12 日の午前 10 時～午後４時
▽ところ　旧紺屋町消防屯所
■問商工政策課物産振興室（☎ 35・1135）

まちなかクラフト村「弘前工芸舎・冬企画」

冬限定セレクトショップ


